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当社子会社（株式会社サミーネットワークス）の 

平成２０年３月期通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
 
 
 当社の子会社である株式会社サミーネットワークスは、平成１９年７月２５日に公表した平成

２０年３月期（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）の通期（連結・個別）業績予想に

ついて、別添のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 
 なお、当社の平成２０年３月期通期連結業績への影響につきましては現在精査中であり、業績

予想に変更が生じた場合は速やかに開示いたします。 
 
 
 
《添付資料：サミーネットワークス開示資料 

「特別損失の発生及び平成２０年３月期連結及び個別業績予想の修正に関するお知らせ」》 
 
 

以上 
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代 表 取 締 役 社 長  大 野  政 昭 

（コード番号 ３７４５ 東証マザーズ） 

問合せ先：専務取締役管理本部長 石倉 博 
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特別損失の発生及び平成20年３月期 

連結及び個別業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 この度、当社において海外事業に対する投資に関し、下記の通り特別損失を計上することになりま

したので、その概要をお知らせするとともに、平成 19 年７月 25 日に発表いたしました平成 20 年３

月期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日）連結及び個別業績予想を修正いたします。 

 

１． 特別損失の発生及びその内容 

当社では、持分法適用会社mPoria Inc.への投資に対する特別損失1億66百万円（個別では2億16

百万円）を当第３四半期連結会計期間（平成19年４月1日～平成19年12月 31日）において、計上

いたします。 

 当社は、平成18年12月に米国でモバイルコマースを展開するmPoria Inc.に投資しておりますが、

当初のサービス立上げ計画に対して売上等が大きく下回ったため、のれんの評価に関して特別損失を

計上いたしました。 

 

２． 平成 20 年３月期通期の連結及び個別業績予想の修正 

（１）連結通期業績予想の修正（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円         円     銭      

前回発表予想（Ａ） 11,731 2,036 1,975 506 11,517 92 

今回修正予想（Ｂ） 11,100 1,505 1,448 246 5,599 62 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △631 △531 △527 △260 5,918 30 

増  減  率 (%) △5.4 △26.1 △26.7 △51.4 △51.4 

 



 
 

（２）個別通期業績予想の修正（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円         円     銭      

前回発表予想（Ａ） 9,217 2,525 2,521 287 6,532 89 

今回修正予想（Ｂ） 8,332 2,159 2,158 △227 △5,167 13 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △885 △366 △363 △514 △11,700 02 

増  減  率 (%) △9.6 △14.5 △14.4 －   － 

                               

３． 修正理由 

連結 

 連結の業績に関しましては、主として前述の海外事業の特別損失の発生に伴い、当期純利益が当初

の予想を下回る見込みであるため通期の業績予想を修正いたします。 

 売上・利益面におきましては、海外事業の特別損失に加え、パソコン向けオンラインゲーム「７７

７タウンドットネット」が、今期通期売上見通し約 30 億円と前期通期売上実績 13 億円に対し 130％

増であるものの、当初売上見込33億円を下回る見通しであります。また「ｍｕＰａｓｓ」におきまし

ては、新たなサービスを投入しましたが、当初売上見込３億円が約１億円に留まる見通しであります。

これら要因もあり上記の修正を行っております。 

 

個別 

 個別の業績に関しましては、前述の海外事業の特別損失 2 億 16 百万円及び中国撤退に関する追加

の特別損失 97 百万円の発生により、当期純利益が当初の予想を下回る見込みであるため通期の業績

予想を修正いたします。 

 売上・利益面につきましては、上記連結修正理由に記載の通りであります。 

 
（注）上記に記載した業績予想は、本資料の発表日現在における将来に関する前提・見通し・計画に基づく予想であり、

リスクや不確定要素を含んだものです。実際の業績は様々な重要な要素により、大きく異なる可能性があります。 

 

 

以 上 
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